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支
那
金
石
學
概
要
石
刻
（
よ
）

　
　
　
　

第
四

　

各
種
建
造
物
附
刻
の
文
（
承
前
）

　

食
堂
呻
位

　

む
か
し
の
墳
墓
に
は
石
造
建
築
の
堂
が
あ
り
、

な
か
に
御
主
を
な
き
、
年
々
の
奉
祭
場
と
す
る
わ
け
で
あ
４
　

い
ま
現
存
し
て
ゐ
る
こ
れ
ら
の
刻
石
は
多
く
漢
代
の
も
の
で
、

ま
た
多
く
圖
像
が
あ
る
。
永
元
七

四
一
一
匹
延
千
元
心
　
１
Ｏ
Ｊ
永

建
五
＊
　
1
　
l
i
!
Ｏ
建
康
元

細

　
１

四
皿
の
も
の
が
そ
れ
ぐ
一
つ
づ

は
せ
刻
し
て
ゐ
る
。
な
ほ
三
老
譚
字
忌
日
記
の
一
秘
皿
勣
ら
心
一

勁
万
端
箆
芒
器
日
ｎ
・
二
露
瓢
百
蝉
町

Ｘ
あ
る
。
そ
の
上
に
「
食
堂
」
と
か
「
石
堂
」
と
か
の
字
を
あ

　

’
ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
ａ
ｌ
。
ｔ
゛

は
堂
を
立
て
る
と
い
は
ぬ
が
、
ま
た
み
な
墳
墓
の
祠
堂
に
あ
つ

た
も
の
で
あ
る
。
祁
位
の
題
字
が
傅
は
つ
て
ゐ
る
も
の
と
い
へ

ば
全
く
少
い
、
宋
人
の
著
鎌
に
た
ゞ
四
皓
の
祁
坐
と
そ
の
榊
祚

め
机
と
が
あ
り
、
漢
の
恵
帝
陵
の
傍
か
ら
出
た
と
い
ふ
が
、
既
に

小水馬

川野

茂清衡

樹一

註暉著

　
　
　
　
　
　

②

散
侠
し
て
ゐ
る
。
ち
か
ご
ろ
洛
陽
か
ら
出
た
二
石
の
】
に
「
魏

政
符
節
僕
射
陳
郡
鮑
揖
８
　
坐
」
と
い
ぴ
、
一
に
「
魏
政
處
士
陳

郡
鮑
寄
之
紳
坐
」
と
い
ふ
。
と
も
に
隷
書
で
、
曹
魏
の
時
。
の
刻

石
ど
考
へ
ら
れ
匹
。
こ
の
ほ
か
先
人
の
著
録
に
見
え
る
も
の
で冷E琵ぐか丿言二;言言

第＝十九圖

　

文叔陽食堂(建帛元年)
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巧2

は
た
ざ
咽
共
卿
上
谷
府
卿
墳
蔚
の
二
石
心
Ｍ
匹
皿
心
二

　

は
そ
の

制
が
寵
形
で
、
字
は
そ
０
寵
内
に
あ
る
。
趙
明
誠
が
い
ふ
に
は

　

「
墳
壇
と
は
、
か
か
し
は
ま
だ
土
や
木
の
像
が
な
い
の
で
、
壇

を
つ
く
つ
て
こ
れ
を
祭
っ
た
の
で
あ
る
」
と
、
し
た
が
っ
て
ま

た
祁
主
の
類
で
あ

昶

。
『
隷
檀
』
に
魏
文
昭
皇
后
識
坐
板
函
を
録

し
、
魏
の
文
帝
艶
皇
后
の
祁
坐
の
前
に
あ
っ
た
も
の
と
す
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

こ
れ
も
ま
た
こ
の
類
で
あ
る
。

　

①
葉
昌
熾
は
墓
所
の
饗
堂
即
ち
食
堂
の
題
字
と
食
堂
の
中
心
に
置
か

　
　

れ
る
紳
位
の
題
字
を
分
っ
て
二
と
し
て
ゐ
る
。
（
『
語
石
』
巻
五
）

　

③
こ
の
刻
石
は
嘉
慶
二
十
一
年
魚
台
の
馬
邦
王
が
亮
山
前
塞
里
の
井

　
　

圖
の
漫
で
登
見
し
包
。
「
永
元
七
年
九
月
辛
卯
朔
・
：
作
立
是
堂
」
と

　
　

お
る
。
「
廣
倉
石
線
」
に
拓
影

　

③
「
涜
陽
三
老
食
堂
題
字
」
を
題
し
「
廣
倉
古
石
録
」
に
拓
影
。
原
石
は

　
　

端
方
の
有
に
婦
し
て
ゐ
た
。
『
陶
１
　
蔵
石
記
』
倦
一
録
文
。

④
「
永
建
食
堂
査
像
題
字
」
『
八
瓊
室
』
泰
三
録
文
。
原
石
は
端
方
に

　
　

蔵
せ
ら
れ
仁
。

④
「
文
叔
陽
食
堂
誉
家
題
字
」
『
八
瓊
室
』
泰
三
及
『
陶
脊
』
泰
一
に
線

　
　

文
。
｀
廣
倉
古
石
録
』
関
野
氏
、
二
百
十
二
圖
。

④
「
三
老
韓
字
忌
日
記
」
娃
武
末
年
作
。
『
八
瓊
室
』
（
泰
三
）
節
文
Ｔ
褒

　

字
貞
石
岡
』
巻
一
及
『
廣
倉
古
石
録
』
の
拓
影
。

⑦
「
永
初
査
像
戴
父
母
卒
日
記
」
、
。
『
廣
倉
古
石
録
』
拓
影
。
『
陶
脊
』
巷

　
　

一
線
文
。

⑧
趙
明
誠
『
金
石
録
』
泰
十
九
に
「
四
皓
帥
位
刻
石
」
と
題
し
て
「
四
皓

　

祁
位
紳
昨
几
刻
石
四
、
在
恵
帝
陵
傍
。
験
其
字
豊
。
蔵
東
漢
時
書
」

　

と
云
つ
て
ゐ
る
。

⑨
こ
の
螢
に
就
て
は
記
載
が
見
常
ら
ね
。

⑩
「
浹
居
術
墳
壇
刻
石
二
」
（
『
金
石
録
巻
十
四
』
）

⑨
『
隷
績
』
雀
四
。

　

墓
門
・
黄
廃
石

　

む
か
し
の
厚
葬
す
る
も
の
は
、
そ
の
最
期

を
か
ざ
る
葬
式
に
は
そ
の
ぜ
い
た
く
を
い
と
は
な
か
っ
た
。
い

ま
に
傅
る
三
代
の
鵜
器
鼎
彝
な
ど
も
し
ば
く
墳
墓
の
な
か
か

ら
出
土
す
る
。
漢
以
後
の
葬
式
で
は
多
く
墓
中
に
い
れ
る
文
が

あ
っ
て
、
そ
の
墓
所
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。
す
な
ぱ
ち

墓
誌
と
か
墓
茸
な
ど
ｘ
い
は
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
。
墓
族

の
な
か
の
建
築
物
で
、
ま
た
附
刻
の
文
字
の
あ
る
も
の
か
お
る

が
、
こ
れ
は
た
Ｉ

　

墓
門
に
は
文
字
を
刻
す
る
も
の
少
く
、
書
像
を
ほ
る
も
の
が

　

①
多
い
。
蓬
莱
張
氏
の
蔵
す
る
一
石
は
中
央
に
一
匹
の
鹿
を
刻
し

左
に
三
行
の
題
字
が
あ
る
。
曰
く
「
漢
廿
八
将
佐
命
功
苗
東
藩

琴
亭
國
李
夫
人
塗
第
之
門
」
と
。
露
第
と
は
墓
で
あ
匹
。
江
蘇

賓
庶
の
射
陽
故
城
か
ら
出
土
し
た
孔
子
見
老
子
書
像
の
一
石

（
三
つ
傍
題
あ
り
、
孔
子
と
い
ひ
、
老
子
と
い
ひ
、
弟
子
と
い
ふ
）

は
他
の
一
面
に
も
ま
た
三
肢
の
霊
像
が
あ
り
、
上
肢
に
は
朱
雀
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153、

中
珊
に
は
鎧
を
ぐ
は
へ
た
獣
首
、
下
潜
に
は
刀
と
盾
と
を
■
。
ｓ
>
つ

門墓李夫人第三十圖

た
兵
士
が
ゐ
る
。

高
さ
わ
づ
か
に
三

尺
あ
ま
り
、
汪
中

は
石
門
の
爰
像
で

あ
る
と
い
っ
て
ゐ

名
が
、
も
っ
と
も

で
あ
る
。
つ
ま
り

鎖
を
ふ
く
ん
だ
獣

首
。
の
あ
る
一
面
が

そ
の
正
面
で
あ

④る
。
。
ち
か
ご
ろ
、

河
南
山
東
等
の
省

で
出
土
す
る
も
の

賓
に
鳶
び
た
ヾ
し

く
、
査
像
の
巧
拙

は
一
様
で
な
い
が

そ
の
う
ち
蹟
を
ふ

く
ん
だ
獣
首
の
あ

る
の
は
す
べ
て
茎

門
の
石
で
あ
る
。

　

『
漢
書
』
叢
光
傅
に
「
光
莞
じ
、

　

χ
χ
・
４
梓
宮
便
房
黄
腸
題
湊

各
一
具
を
賜
ふ
」
と
あ
り
、
そ
の
蘇
林
の
註
に
「
柏
木
の
黄
心

を
以
っ
て
累
を
棺
外
に
致
す
、
故
に
黄
腸
と
い
ひ
、
水
頭
皆
内

向
す
、
故
に
題
湊
と
い
ふ
」
と
い
ふ
、
如
淳
の
註
に
『
漢
儀
注
』

を
引
用
し
て
「
天
子
の
陵
中
の
明
中
は
高
さ
丈
二
尺
四
寸
、
周

二
丈
あ
り
、
梓
宮
を
い
れ
、
複
椋
、
柏
の
黄
腸
題
湊
を
次
ぎ
に

　
　
　
　
　

④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ノ
苧

す
」
と
い
ふ
。
こ
ｘ
の
い
は
ゆ
る
黄
腸
の
題
湊
と
は
柏
の
黄
い

ろ
い
心
’
に
て
っ
く
り
、
か
さ
れ
て
棺
槨
の
そ
と
忙
赴
き
、
そ
の

一
端
は
み
な
内
側
に
む
か
は
し
め
る
。
民
國
五
年
に
南
海
東
南

で
爾
今
王
の
墳
墓
を
護
兄
し
た
が
、
ぞ
の
な
か
に
大
き
な
木
が

散
十
本
あ
り
、
み
な
長
さ
が
一
丈
あ
ま
り
、
角
一
尺
あ
ま
り
、

そ
れ
ぐ
に
「
甫
一
」
「
甫
二
」
か
ら
Ｉ
「
甫
散
１
　
」
に
至
る
散
字

が
あ
っ
た
。
王
國
維
は
こ
れ
こ
そ
漢
の
黄
腸
と
考
へ
た
が
、
そ

の
説
は
Ξ
し
心
。
そ
の
甫
一
、
甫
二
等
の
数
字
は
そ
の
配
列
の

順
序
を
し
る
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
甫
は
お
そ
ら
べ
専
の
省
略

で
、
専
と
は
布
く
こ
と
で
あ
る
。
後
漢
の
黄
腸
は
多
く
石
で
っ

く
っ
た
。
従
来
の
金
石
學
者
で
こ
れ
を
著
録
し
た
も
の
は
な
か

っ
た
が
、
端
方
が
『
陶
斎
蔵
石
記
ご
ざ
著
し
て
は
じ
め
て
永
建

・
二
石
詣
圭
六
陽
嘉
の
二
石
晒
健
二
を
の
１
・
芸
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４

　

長
さ
、
幅
、
厚
さ
の
寸
法
お
よ
『
び
第
何
と
い
ふ
数
字
を
刻
し
て

お

　

ゐ
‰
だ
冠
喜
子
元
年
の
一
石
づ
七
Ｊ
＾
ま
だ
著
録
に
あ
ら
は

　
　

れ
ぬ
』
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
更
黄
腸
扱
王
條
主
」
等
の
文
字

　
　

が
あ
り
、
そ
の
尺
寸
や
番
競
を
あ
ら
は
す
こ
と
は
他
の
石
と
同

　
　

様
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
類
の
石
は
す
べ
て
黄
腸
で
あ
る
こ
と
が

　
　
　
　

第
Ξ
十
｝
圖

　

熹
平
元
年
黄
腸
石

。
ｊ
｀
ｄ
．
。
↑
‘

わ
か
る
。
民
國
十
二
年
の
夏
洛
陽
の
某
村
で
こ
の
類
の
石
を
無

慮
敷
百
個
醍
見
し
か
。
多
く
永
建
の
年
覗
四
少
三
で
あ
る
。

そ
の
長
さ
、
幅
、
厚
さ
の
寸
法
を
建
初
尺
で
は
か
る
と
、
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

そ
れ
に
記
す
と
こ
ろ
に
合
致
す
る
。
か
く
の
ご
と
き
造
エ
は
人

力
も
多
く
、
年
月
も
長
く
か
ｘ
る
、
そ
の
上
数
も
こ
ん
な
に
多

い
の
で
あ
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
漢
帝
の
陵
墓
と
考
へ
ら
れ
る
。

そ
れ
に
永
建
の
年
蓑
を
記
し
て
ゐ
る
か
ら
、
ま
さ
に
順
帝
の
憲

陵
？

帝
の
年
胱
で
あ
る
か
ら
あ
る
ひ
は
こ
れ
も
こ
の
村
か
ら
出
上
し

た
も
の
で
あ
ら
う
。
王
國
維

心

、
こ
の
類
の
墓
石
が
古
く
す
で

に
出
土
し
た
こ
と
が
あ
る
の
を
注
意
し
た
。
『
水
経
注
』
済
水
の

浚
儀
渠
石
門
の
銘
に
「
建
寧
四
年
十
一
月
黄
腸
諜
勁
石
」
等

の
文
字
が
あ
る
の
に
よ
り
、
「
回
道
元
が
見
た
と
こ
ろ
の
石
門
は

皆
は
漢
の
建
寧
年
間
　
１
Ｊ
一
の
古
墓
の
石
を
後
に
な
っ
て
か
ら

韮
掘
し
て
、
使
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

馴
道
元
の
記
事
を
見
る
に
な
ほ
「
主
吏
の
姓
名
は
磨
滅
し
て
ま

た
識
る
べ
か
ら
す
」
と
い
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
刻
字
は
ま
た

ち
や
う
ど
熹
平
元
年
の
一
例
に
見
る
が
ご
と
く
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

①
葉
昌
熾
は
石
岡
の
題
下
に
墓
門
閥
と
廟
門
閥
と
を
統
括
し
て
這
べ

　

’
て
ゐ
る
。
（
『
語
石
』
巻
五
）

　

②
「
漢
琴
亭
國
李
夫
人
墓
門
賢
像
題
字
」
と
題
し
て
『
廣
倉
古
石
緑
』

　
　

及
関
１
　
氏
拓
影
。

　

④
射
陽
の
墓
門
に
就
て
は
張
賓
徳
の
『
漢
射
陽
石
門
書
象
彙
孜
』
ハ
『
金

　
　

陵
叢
刻
』
所
牧
）
に
詳
し
い
。
。

　

④
漢
書
巻
六
十
八

　

④
王
國
維
『
南
越
黄
腸
木
刻
字
蹟
』
（
『
親
堂
集
林
』
巻
十
八
所
載
）
參

　
　

照
。

　
　
　
　
　

・

　

④
『
陶
斎
蔵
石
記
』
巻
】
に
「
永
建
五
年
墓
石
題
字
」
「
冷
飲
石
題
字
」

　
　

「
禍
伯
貯
題
字
」
（
後
二
者
は
陽
嘉
一
万
年
の
刻
石
）
が
あ
る
。
・
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μ5

⑦
こ
の
黄
腸
石
の
一
部
は
河
南
圖
１
　
館
の
蔵
に
齢
し
仁
。
李
根
元
の
Ｉ

　

『
河
南
国
書
館
蔵
石
目
』
に
よ
る
と
、
「
黄
腸
石
三
十
石
、
永
建
年
」

　

と
題
し
て
、
民
國
十
三
年
二
月
洛
陽
東
二
十
里
の
平
楽
村
か
ら
出

　

出
し
た
と
あ
る
。
馬
衡
の
記
謐
を
補
正
す
る
｀
に
足
る
。

②
註
④
參
照
。

　

石
人
・
石
獣

　

石
人
・
石
獣
の
『
水
経
注
』
等
の
書
に
見
え

る
も
の
は
多
い
。
た
い
て
い
み
な
宮
殿
か
、
墳
墓
の
前
の
も
の

　
　
　

①

で
あ
る
。
い
っ
た
い
に
、
そ
の
記
録
に
出
て
ゐ
る
も
の
は
多
く

今
日
に
の
こ
っ
て
ゐ
な
い
し
、
後
世
に
出
土
し
た
も
の
は
す
こ

ぶ
る
少
い
。

　

｀
≒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

山
東
曲
１
　
の
二
石
人
は
魯
の
恭
王
墓
。
の
前
に
あ
っ
た
。
ひ
’
と

っ
は
武
装
し
て
矛
を
と
り
、
高
さ
六
尺
八
寸
、
前
面
に
「
府
門

之
卒
」
’
の
四
字
を
刻
し
、
ひ
と
っ
は
鼠
を
つ
け
て
損
手
し
て
立

ち
、
高
さ
七
尺
一
寸
、
前
面
に
「
漢
故
楽
安
太
守
嶺
君
亭
長
」

の
文
字
を
二
行
に
刻
す
る
。
と
も
に
篆
１
　
で
あ
る
。
院
元
が
、

『
山
方
金
石
志
』
を
著
し
た
と
き
に
盲
相
圃
の
う
ち
に
移
し
９
　

河
南
登
封
の
嵩
嶽
廟
に
一
石
人
が
あ
り
、
頂
上
に
「
馬
」
の
字

を
ひ
と
っ
刻
し
て
ゐ
る
。
黄
易
は
字
眼
に
よ
っ
て
漢
の
刻
と
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

定
し
た
こ
と
が
、
そ
の
著
『
嵩
洛
訪
碑
日
記
』
に
見
え
て
ゐ
る
。

山
束
檀
扁
の
大
基
山
の
石
人
に
は
、
「
甲
巾
年
造
、
乙
酉
年
成
に

第三十二回曼相圃石人

と
題
す
る
・
臭
式
芥
の
『
篠
古
録
』
。
は
北
脊
天
統
元
年
洒
作
五

鄭
述
組
の
作
と
考
へ
て
ゐ
る
。
石
人
の
題
字
に
年
胱
を
記
す
も

の
は
た
ゞ
こ
の
Ｉ
石
の
み
で
あ
心
。
な
ほ
鐙
を
輯
て
つ
く
る
も

の
が
あ
る
・
登
封
嵩
嶽
廟
の
餓
人
は
、
一
は
．
治
子
元
年
ｏ
･
Ｋ
ａ

と
題
し
、
一
は
配
察
二
年
皿
作
心
と
題
す
ら
‘
大
原
晋
祠
の
餓

人
は
三
つ
あ
っ
て
そ
の
ム
た
つ
は
紹
聖
年
町
謔
幄
と
題

≒
ａ
と
つ
は
政
和
年
Ｊ
】
Ｊ
二
竺

　

と
題
如
ゑ
府
庁
扮
陰
の

鐙
八
九
大
中
洋
符
四
咋
淳
一
と
阻
す
。
、
ふ
な
宋
の
も
宅

あ
る
・
浙
江
杭
州
の
岳
飛
の
奮
。
に
は
冪
前
に
四
つ
の
眠
人
が
あ

り
、
秦
檜
、
王
氏
、
萬
侯
高
、
張
俊
と
四
人
の
姓
名
を
題
す
る

が
い
つ
の
輯
造
か
わ
か
ら
ぬ
。

　

む
か
し
。
の
石
獣
は
宮
門
に
お
い
た
も
の
と
墳
墓
に
お
い
た
も
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1５６

の
と
が
あ
る
。
宮
門
の
前
に
は
多
く
獅
子
を
つ
く
り
、
武
氏
石

閥
に
い
ふ
「
孫
宗
作
師
子
」
の
ご
と
き
は
こ
れ
で
あ

心

。
墳
墓

に
は
ぶ
く
羊
虎
の
類
を
つ
く
り
。
『
隷
縦
』
に
の
す
神
氏
石
虎
の

忌刻
宇
、
『
金
石
録
』
‐
に
の
せ
る
州
軸
・
宗
賢
二
幕
の
「
天
祗
」
「
肺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

邪
」
の
宇
は
み
な
こ
れ
で
あ
る
。
い
ま
現
存
す
る
も
の
で
は
劉

満
石
師
子
の
題
字
あ
り
、
隷
書
で
一
行
「
銭
陽
中
東
門
外
劉
漢

所
作
師
子
一
雙
」
と
い
ふ
、
後
函
の
作
で
あ
一
匹
汲
令
王
君
王

師
子
題
字
は
正
書
で
二
行
「
永
享
元
年
六
月
汲
令
王
君
所
立
」

ｉ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

三西
○暦

題
字

一
と
い
ふ
西
晋
の
作
で
あ
＆
。
趙
話
談
公
署
前
の
石
師
子

Ｅ
雙
夢
・
ヤ
恙
建
・
石
常
題
が
計
器

河
北
元
氏

の
石
師
子

ろ西至
り

一十

三二

石
掌
‰
顎
旅
心
二
単
影
．
郷

一
亀
ひ
五
河
内
李
宜
風
等
置
石
師
子
題
名

な
元
の
と
き
の
製
作
に
か
Ｘ
る
。
ち
か
ご

安
徽
省
か
ら
石
羊
六
を
出
土
し
、
小
さ
い
も
の
四
つ
に
は

「
大
吉
」
な
ど
の
字
を
刻
し
、
大
き
な
も
の
ふ
た
つ
に
は
道
家

の
言
を
刻
し
、
年
月
は
な
い
・
。
こ
れ
も
ま
た
墳
墓
の
も
の
で
あ

る
。
そ
の
織
で
拙
た
も
の
で
は
河
北
の
正
定
に
二
獅
子
あ
り
’

ひ
と
つ
は
至
元
二
４
　
七
年
Ｊ
Ｊ
０
　
と
題
し
、
ひ
と
つ
は
至
治
元

‘る⑩年

Ｊ
Ｊ
一
と
題
す
る
が
、
こ
れ
も
み
な
元
の
と
き
の
も
の
で
あ

Ｏ

①
葉
昌
熾
は
「
石
人
≒
石
獣
」
の
二
項
を
立
て
、
『
水
綾
注
』
の
「
漢

　

擲
食
其
廟
」
の
石
人
銘
乞
例
と
し
て
ゐ
る
。
（
『
語
石
』
俗
五
）

③
院
元
『
山
左
金
石
志
』
巻
八
の
「
魯
王
墓
二
石
人
題
字
」
條
下
及
闘
野

　

氏
百
四
十
三
頁
以
下
參
照
。

③
黄
易
『
嵩
洛
訪
碑
日
記
』
（
『
略
雅
柴
叢
書
』
所
収
）

④
哭
式
非
『
畜
古
録
』
巻
六
。

④
「
中
嶽
廟
餓
人
背
題
字
」
は
『
八
瓊
室
』
巻
百
〇
二
に
録
文
。
治
早
二

　

年
及
治
平
三
年
と
す
る
。

④
『
山
右
金
石
記
』
巻
一
（
『
山
西
通
志
』
八
十
九
）

　

｀

⑦
『
金
石
文
字
記
』
『
曝
書
亭
集
』
『
山
方
金
石
記
』

⑤
『
湧
翰
小
品
』
に
よ
る
と
明
正
徳
八
年
、
都
指
揮
李
降
が
秦
楡
・
妻

　

王
氏
・
萬
侠
感
の
銅
像
を
作
り
、
後
に
張
俊
が
加
へ
ら
れ
仁
。

　

『
湖
嬬
雑
記
』
に
は
冊
忠
武
王
の
路
前
に
秦
楡
等
四
賊
人
が
あ
り
、

　

游
人
溺
し
て
県
つ
と
云
つ
て
る
。
何
時
か
ら
鉉
人
に
改
め
ら
れ
仁

　

か
。
或
は
銅
躊
と
云
ふ
の
が
誤
り
か
。

⑧
建
和
元
年
「
武
氏
石
岡
記
」
に
「
使
石
工
孟
李
季
弟
卯
造
此
間
。
直

　

銭
十
五
萬
。
孫
宗
作
獅
子
。
直
四
萬
」

⑩
神
氏
石
虎
（
光
和
七
年
造
)
は
Ｔ
隷
綾
』
巻
二
十
に
あ
り
。

⑧
「
州
輔
墓
石
獣
落
字
」
は
『
金
石
録
』
巻
十
五
、
「
湊
宗
簑
菜
天
祗
祚

　

邪
字
」
は
同
十
八
巻
に
あ
る
。

⑩
羅
振
玉
の
『
庫
晋
石
刻
墨
影
』
に
「
流
石
獅
題
字
」
と
し
て
、
そ
０
銘

　

の
雙
鈎
摸
本
が
牧
め
ら
れ
て
ゐ
ひ
。
羅
氏
は
こ
の
銘
が
済
陽
を
雛

　

陽
に
作
る
こ
と
及
び
中
東
門
の
名
に
よ
り
流
刻
だ
と
推
定
し
た
。

　

山
東
某
新
署
の
高
翰
生
か
ら
拓
本
を
潜
ら
れ
た
と
云
ふ
。
。
事
慢
前

　

臨
消
新
古
物
保
存
所
に
陳
列
さ
れ
て
ゐ
欠
。
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⑩
未
箸
録
。

⑩
簑
字
訪
碑
録
に
は
大
徳
七
年
石
獅
題
字
が
あ
る
。
河
南
孟
腿
に
あ

⑩
未
箸
録
。

　
　
　
　
　

＼

⑩
『
画
風
堂
金
石
目
』
巻
十
六
に
直
隷
正
定
元
氏
の
延
侑
二
年
石
獅
題

　

字
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

。

○
同
上
に
泰
定
二
年
の
石
獅
子
軟
識
が
あ
る
。

⑩
『
金
石
彙
目
分
銅
』
巻
九
之
二
河
内
腿
二
仙
廟
に
あ
り
と
云
ふ
。

⑩
同
宿
三
之
二
箸
録
。
前
者
は
正
定
總
饌
暑
儀
門
外
に
、
後
者
は
南

　

関
開
帝
廟
前
に
あ
る
。

　

石
造
物
、
石
造
物
で
題
字
の
あ
る
も
の
に
は
、
幡
竿
石
あ
り
、

石
燈
毫
あ
り
、
石
香
燧
あ
り
、
石
盆
が
あ
る
。
幡
竿
石
は
寺
院

の
な
か
で
幡
の
竿
を
立
て
る
に
用
ひ
る
。
唐
に
一
種
（
開
元
三

　
　
　
　
　
　
　
　

①

　

こ

年
山
西
皮
郷
石
佛
寺
Ｊ
皿
ご
宋
に
四
種
ｄ
’
嘉
鵬
三
年
山
東

が
上
賓
‰
霖
言
ヽ
餐
豆
缶
東
貫
毒
摩
置

耳
宣
和
三
年
山
東
泗
水
三
殿
廟
ｊ
０
　
　
四
、
紹
興
三
十
年
浙

江
海
堕
法
喜
如
丿
作
０
　
）

　

あ
る
。
石
燈
１
　
は
ほ
ミ

三
年
山
東
泰
安
王
母
祠
ぺ
ａ
Ｅ

麿
Ｊ

０
　
　
四
ヽ
靉
三
十
果

　
　

く
で
あ
る
が
、
燈
火
を
つ
け
る
か
ら
燈
毫
と
い
ふ
。
唐
に
は
天

　
　

賓
１
　
一
載
I
f
　
　
1
1
七
の
二
種
こ
は
河
南
洛
陽
に
あ
ひ
ヽ
一
は
河

5
7

北
元
氏
に
あ
脳
、
宋
に
は
大
冲
可
元
酔
０
５
？
の
こ
種
（
と

Ｉ

　

も
叱
山
東
諸
城
に
あ
る
）
が
あ
る
。
石
香
斌
は
祠
廟
中
で
香
を

た
く
も
の
で
あ
る
。
唐
の
も
の
は
あ
ま
力
見
な
い
が
、
五
代
に

は
二
種
こ
゛
晋
天
厖
六
年
河
南
密
熊
越
化
寺
一
一
四
Ｊ
　

９
一

～
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　

’

禰
八
年
山
東
谷
鄙
玉
皇
瘤
一
一
一
四
Ｊ
）
宋
に
は
夥
し
く
、
一
々
奥
ぞ

へ
な
れ
ぬ
。
石
盆
は
河
北
正
定
の
雲
浪
盆
（
宋
紹
聖
元
年
蘇
弑

銘
０
１
皿
Ｅ
）
が
も
っ
と
も
著
名
で
あ
‰
山
東
披
謳
の
天
静

と
三
官

騨

は
そ
れ
ぐ
Ｉ
石
あ
り
、
一
は
紹
聖
二
年
皿
Ｊ
Ｅ

祭
壇
に
用
ひ
る
と
こ
ろ
で
、
唐
宋
以
来
今
日
に
傅
は
る
も
の
は

な
は
だ
多
い
。
こ
０
　
ほ
か
の
石
造
物
に
は
山
東
舌
物
保
存
所
の

･ ･ ･ 一 － ％ ･ r l ･ ・ ・ ･ j ･
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j詔

石
言
回
付
♂
川
某
蒜

１
肖
記
混
作
付
－

　　

･･●･
レ

7k

具
緊
司
章
山
容

あ
る
が
、
い
づ
れ
も
め
つ
だ

に
た
い
も
の
で
あ
る
。
宋
以
後
の
硯
銘
な
ど
は
い
ま
に
俳
る
も

の
至
っ
て
多
く
一
々
あ
げ
き
れ
ぬ
。

　
　
　
　
　

’

　

の
『
金
石
葦
編
』
巻
七
十
に
「
大
唐
虜
郷
令
劉
前
幡
竿
銘
」
が
あ
る
。

　

⑦
「
宣
相
寺
石
幡
竿
題
字
」
。
『
仮
字
訪
砂
録
』
俗
六
箸
録
。

　

③
「
王
扱
池
幡
竿
石
側
題
字
」
、
『
仮
字
訪
め
録
』
巻
八
、
山
東
泰
安
に

　
　

あ
る
。

　

④
「
宣
和
三
殿
幡
竿
石
座
題
字
」
は
『
畳
字
訪
砂
録
』
巻
八
箸
訟
、
山
東

　
　

泗
水
に
あ
る
。

　

⑤
「
宋
法
喜
寺
周
良
弼
幡
竿
石
胆
名
」
（
『
金
石
句
日
分
編
Ｉ
谷
七
、
海

　
　

甕
噺
の
條
著
銀
』

　

⑥
石
焼
亮
頌
（
天
賓
十
’
一
載
）
「
八
瓊
室
金
石
納
正
」
巻
五
十
八
）

　

⑦
『
金
石
彙
口
分
編
』
巻
十
之
三
、
諸
械
の
條
に
「
宋
蔡
深
施
蓮
花
石

　
　

経
記
」
及
「
宋
青
州
客
王
栓
施
石
経
記
」
を
著
録
す
る
。
何
れ
も
大

　
　

中
祥
符
元
年
の
も
の
で
あ
る
。

　

⑧
葉
昌
熾
の
石
香
耀
の
條
參
照
。
（
『
語
石
』
巻
下
）
。

　

⑨

　

「
超
化
寺
石
香
地
讃
」
は
『
八
瓊
宝
』
巻
八
十
に
録
文
が
あ
る
。

　

⑩
［
李
賓
彦
石
香
就
記
］
（
『
衰
字
訪
碑
』
録
巻
五
）
葉
氏
も
之
を
引
い
て

　
　

ゐ
る
ｏ

　

⑨
葉
氏
は
石
盆
の
條
の
例
に
こ
の
雪
浪
盆
を
詳
述
し
て
ゐ
る
。

　

⑩
「
金
石
彙
目
分
編
」
谷
十
之
三
、
披
駆
の
條
に
城
東
北
の
天
斉
廟
の

　
　

「
末
石
盆
紹
聖
二
字
」
ヽ
を
載
せ
る
。
之
に
よ
れ
ば
旱
に
翻
聖
の
年

　
　

胱
あ
る
の
み
、
馬
衡
が
紹
聖
二
年
と
し
た
の
は
誤
ら
し
い
。

⑩
同
巻
に
同
三
官
廟
の
宋
宣
和
石
盆
刻
字
を
著
す
る
。

○
同
十
六
経
州
麹
遺
の
條
に
「
宋
李
柴
石
盆
題
字
」
（
嘉
定
□
□
稀
）
を

　

著
録
す
る
。
馬
氏
の
石
盆
が
之
と
同
物
か
ど
う
か
月
ら
ぬ
。

⑩
「
怜
太
康
九
年
石
催
」
は
山
東
費
断
の
出
土
で
「
古
石
抱
守
録
」
に
拓

　

影
さ
れ
る
。

⑩
太
不
興
國
三
年
水
痘
題
字
は
「
あ
風
堂
金
石
目
」
谷
八
に
著
録
せ
ら

　

れ
る
。

⑥
哭
式
非
の
『
金
石
俯
目
分
編
』
巻
十
之
二
費
懸
の
條
に
金
栗
山
石
題

　

字
」
’
を
著
録
し
、
万
耳
妬
元
年
間
九
月
十
三
日
と
記
し
て
ゐ
る
。
馬

　

氏
の
年
記
は
誤
ら
し
い
。

（
五
八
頁
の
北
京
信
通
よ
り
戦
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　

‘

目
抜
き
の
場
所
は
殆
ん
ど
邦
人
の
占
む
る
と
こ
ろ
、
然
し
人
口

は
未
だ
七
千
ぐ
ら
ゐ
だ
と
か
。

　

巡
よ
く
自
動
車
が
借
川
出
来
て
い
市
内
の
大
鼓
を
見
物
し
ま

し
た
。
明
の
故
宮
趾
が
割
合
に
残
っ
て
居
る
の
で
、
一
日
を
そ

れ
に
費
し
度
い
と
思
っ
て
居
ま
す
。

　

中
支
建
設
整
備
資
料
所
を
も
瞥
見
し
ま
し
た
。
標
本
類
の
部

と
回
書
部
と
に
分
か
れ
て
居
り
ま
す
が
、
前
者
は
中
央
研
究
院

の
も
０
と
古
物
休
存
所
の
も
の
で
す
。
・
殷
墟
の
も
の
ゝ
外
大
し

包
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
後
者
は
金
目
の
も
の
が
な
く

な
っ
て
居
ま
す
。
然
し
殷
墟
の
も
の
は
未
だ
別
に
あ
る
由
で
す
。

図
書
部
は
昔
地
質
研
究
所
を
以
っ
で
あ
て
其
書
は
南
京
に
於
け

る
廿
敷
ヶ
所
の
書
を
集
め
た
も
の
と
云
ひ
、
八
十
萬
冊
ぐ
ら
ゐ

あ
る
山
、
漢
籍
中
薔
書
は
八
千
巻
檎
や
内
閣
回
書
部
（
名
前
は

小
生
自
栴
）
の
も
の
が
主
と
な
っ
て
居
る
が
、
良
書
は
な
い
ら

し
い
。
一
見
地
方
誌
が
多
い
が
或
は
こ
れ
が
北
京
国
書
館
移
換

の
一
部
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
（
七
五
頁
へ
綾
く
）
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